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1．はじめに

　新しい資本主義とは何か。様々な議論が交わされている
が，それは社会主義的な要素を取り入れたものなのだろう
か。そうであれば，労使協調的経営管理方式や，ニュー
ディール政策，福祉国家的施策といった，かつての修正資
本主義の焼き直しを意味するものなのか。
　それとも「新しい何か」を指し示したいのか。おそらく，
新しい資本主義とは「新しい何か」なのだろう。だが，そ
れはまったく見えてこない。
　2022年の現在，あらゆる局面に競争原理が持ち込まれ
た結果，社会は格差と齟齬，さらには多くの人々が，事態
が良くならないと分かっていても，それ以上に事態に対し
てなす術がないと自らが了解してしまう，再帰的無能感
（Fisher, 2009）に苛まれている。
　修正資本主義の脊柱とは，階級闘争の解消または緩和に
あり，それを主体的に行うのは階層構造の埒外にある国家
（政府）の役割としている。唯一の具体的政策は，中間層（中

流階層）を分厚いボリュームゾーンにさせることだ。そし
て，その試みは既に破綻しているのは明白であり，「新し
い何か」がそこには存在しないのも明らかだ。階級間に闘
争など，もはや無い。あるのは断絶と絶望感であり，格差
の本質とはモチベーションとデモチベーションの分裂にあ
る。そうした状況下で新しい資本主義は，語り尽くされ，
使い古され，もはや何の説得力も有さないネオリベラリズ
ムのエクリチュールを拠り所にする訳にはいくまい。
　ミッションまたはビジョンといった空虚な作り言葉も，
企業活動に於いては，実際のところ自己暗示（もしくは空
虚な社会課題の羅列）以上の役割を果たせていないのが現
実だ。
　パーパスを唱えながら裏腹な功利主義や自社のご都合主
義に奔るよりは，むしろ「新しい何か」とは，利潤を原理
とした資本主義的交換に回収されない別の生産回路（藤田 , 

2016）を，積極的かつ意識的に数多く創り出すことにある
のではないだろうか。要は，グローバル資本主義やマスメ
ディアによって押しつけられる秩序に従いながらも，凡庸
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事業主体が購入し，カスタムデザインという再価値化をし
た上で，ECで再商品化するシンプルなものだが，ある意
味でこれは，現代アートの礎であるマルセル・デュシャン1）

が考案したレディメイドの切り口に相似している。1913

年に，デュシャンは工業製品である自転車の車輪と座椅子
を組み合わせた作品『自転車の車輪』を発表した。レディ
メイドとは，このように既存のありふれた大量生産品を，
本来の用途や意味から切り離して芸術作品へと転用する手
法を指す。
　ディスティニー・ウィルソンのスニーカーは，スニーカー
という本来の用途から切り離されてはいないが，エア
ジョーダンという日用品に美的な価値を与えて提示する手
法は，レディメイドの派生アートであるアンディ・ウォー
ホール2）らのポップアートにも近しいかもしれない。クリ
エーター・エコノミーとモダンアートとの大きな差異は，
クリエーターとユーザーとの2ウェイにあるだろう。デュ
シャンが作品の買い手との間にコミュニケーションなど求
めなかったように，アート市場であれ，いかなる市場でも
購入者は販売者（製造者）から一方的に商品を購入する立
場にある。いわば，市場とは販売者（製造者）がつくる淘
汰を前提としたエコシステム（生態系）である。それに対
して，クリエーター・エコノミーは，購入者同士による売
買（内職）の関係性から小さな市場や経済が自然に形成さ
れつつあるような，一種の自己組織化によって自然発生的
に生まれつつあるエコシステムとも，考えられるのではな
いだろうか。
　クリエーター・エコノミーのユーザーにとって，カスタ
ムデザインされた商品は作品でもあり，自分たちの個性や
ライフスタイルの価値観を反映させたものでもある。それ
故に，細分化され，特定の個人のためにデザインされた商
品を求める傾向は今後もさらに増殖していくものと思われ
る。
　その一方で，ブランドアパレルメーカーにとって，既製
品を用いて独自の表現を追求するクリエーターの存在は，
オリジナル商品は工場で生産されるのみという従来のアパ
レルの在り方を攪乱し，既に出荷されたものが，自らの制
御が効かない領域で再商品化され得る脅威となるかもしれ
ない。
　また，つくり手からみれば，個人が修業や媒介者を介す
ることなく，ダイレクトに収益化が可能なクリエーター・
エコノミーに参加することで，自由な表現活動を続けなが
ら生計を立てることができる利点もある。ディスティニー・
ウィルソンが「The artvst」を立ち上げたのは僅か18歳の
時だ。ここからも分かるように，クリエーター・エコノミー
への参入障壁は無いに等しいとも言える。
　ただ，忘れてはならないことはクリエーター・エコノミー
が，名も無き人々の手を介して，極めて強い文化的要素に

で権威に忠実な強者の戦略を退けつつ好機を捉え，あらゆ
る資源をブリコラージュ（設計や理論に基づいたものとは
異なる試行錯誤の制作法）する弱者の戦術を選択するべき
なのである。
　本論では，こうした生産回路を創り，増幅させていくた
めの新たな事業構想の概念形成に向けた，様々なアプロー
チを試みることにしたい。

2．自己組織化あるいは自己制作化されるエコノミーと
聖地

2―1　クリエーター・エコノミーの蠢動
　クリエーター・エコノミー（creator economy）が話題
となっている。大半が広告・アフィリエイトなどの虚業に
依存したものだが，ここではSNSやECを駆使して，既製
品を個人向けにカスタマイズした特注品として売る実業の
スモールビジネスに注目したい。
　代表的なものにディスティニー・ウィルソンによる「The 

artvst」がある。彼女のECサイトでは，おそらくリサイ
クルショップで購入されたエアジョーダンに，カラフルな
カスタムペイントを施したスニーカーが400ドルで販売さ
れている。他にもGOOD DEEDSのTシャツやスウェット
シャツにカスタムプリントされた製品が35ドルから40ド
ルで販売されている。類似のものとしては，時計職人らに
よって立ち上げられたデザイン・ウォッチ等のマイクロブ
ランドがあるが，クリエーター・エコノミーの事業主体は
さらに小規模で，しかも素人っぽいのが特徴だ。クリエー
ター・エコノミーのユーザーにとって，カスタマイズ製品
は文化的な自己表現であり，それゆえに高価である必要も
ない。そこが，バージル・アブローが手掛けたストリート
ファッションとLOUIS VUITTONの融合にみられるラグ
ジュアリーな切り口とは，本質的に異なる点と考えられる。
バージル・アブローはコラボレーションという正統的な手
段を用いて，IKEAやNIKEといったブランド（権威）を
自らのステージに手繰り寄せたが，ディスティニー・ウィ
ルソンは既存の大量生産品を買い込んで，好きなように装
飾や意匠を凝らしているだけだ。いわば，消費者が自分で
購入した既製の布地から型紙を起こして縫製し，それを知
り合いに有料で譲るといった「内職」に近い。
　そのため売れないミュージシャンやアーティストの場合
には作品を提供する対価として，自分のオリジナルグッズ
（Tシャツの類）をユーザーに有料で購入してもらうケー
スもある。作品としての価値の低さをグッズで補うという
わけだ。ひとつ一つの商いは，このように非常に小さく局
所的で，とても市場と呼べるものではないが，膨大な無数
の「内職」がクリエーター・エコノミーを構築していると
思えば良いだろう。
　「The artvst」の事業モデルは，市場に出回った既製品を
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ンテンツというモノやコトに回収されるに留まらず，「場」
へと拡張している。かつて，2005年に文化庁文化部文化
芸術課や国土交通省地域振興課らは「映像等コンテンツの
制作・活用による地域振興のあり方に関する調査」という
報告書のなかで，コンテンツツーリズムという概念に初め
て触れた。
　要約すると，コンテンツツーリズムとは映像コンテンツ
を通して醸成された地域特有の雰囲気・イメージに物語性
を付加し，それらを観光資源として活用する試み，に他な
らない。
　言わば，権威によって映像コンテンツが「公共の利益」
として付与されたのである。だが，藤田直哉（2016）によ
れば，「公共の利益」とはあらかじめ与えられた前提とし
て存在するのではない。「公共＝善」はつねにその背後の
政治的選択を隠し持った暗黙の優先事項によって決められ
ている（藤田 , 2016），としている。さらに，藤田（2016）
は，「公共の利益」に奉仕する前に私たちがまず問うべきは，
何が利益なのかを定める責任のほうではないだろうか（藤
田 , 2016），とも問いかけている。そして，重要なのは，
ある種の闘争としての「公共性」そのものをとらえ直すこ
とだ（藤田 , 2016）と結んでいる。
　藤田（2016）の指摘どおり，コンテンツツーリズムの短
い歴史に於いて，行政によるトップダウンのアニメ聖地巡
礼を核とした地域振興施策は，まさに政治の背後にある隠
し持った暗黙の優先事項，例えば目先の観光誘致とコンテ
ンツ利権に絡む過剰な期待値などによって自壊の道をた
どっている，ともいえる。
　中里昌平（2018）によれば，聖地巡礼の嚆矢となったの
は，美水かがみの4コママンガを原作とするTVアニメ『ら

よって成立している点だ。それは無名の大衆による無自覚
な文化創造運動ともいえる。従ってカルチュラルであるが
ためにモノよりはむしろデジタルコンテンツやコーチング
などにクリエーター・エコノミーは拡張されている。
　クリエーター・エコノミーは図―1にもあるように，断
層的なオブジェクトレベル（生物の細胞さながらに互いに
メッセージを交わし合いながら存在する下位の層）に分か
れた，非分類的で混沌とした蠢動を続けるニッチ市場であ
るが，ロングテールと呼ばれる局所的な経済活動を経て増
殖化することで，塵も積もれば山となるような突き上げを
引き起こし，やがては小回りが効かないメタレベル（下位
へのフィードバックを繰り返しながら全体を司る高位の
層）な市場を徐々に突き上げ，侵食させていく可能性も秘
めている。
　とは言え，日本国内に於けるクリエーター・エコノミー
の現状はインフルエンサーによるコラボ商品の開発といっ
たものが多く，大手メーカーのセールスプロモーションの
域を脱し切れていないのが実状ともいえる。
　事業構想を目指す者にとって，この領域は究極のブルー
オーシャンのマーケットであり，B2Cのビジネスモデルで
あれば，アマゾンのようなメタ・プラットフォームを媒介
せずにShopifyなどを通じて，ダイレクトにユーザーとつ
ながることができる。
　資本に恵まれない弱者にとって，クリエーター・エコノ
ミーは事業実装を託すに相応しい，新たな系を形成しつつ
ある，と考えられる。

2―2　名も無き人々による熱い聖地化
　こうした自然発生的なムーブメントは，プロダクツやコ

図―1　�クリエーター・エコノミーによるロングテールが引き起こすオブジェクトレベルか
らの突き上げの概念図
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太宰府天満宮竈門神社の間には何の脈絡も見当たらない。
　単にアニメ主人公の苗字が「竈門」というだけで，巡礼
者たちが勝手に祭り上げた以外の何ものでもない。明らか
なのは，強い権威を持たない集団や人々が，物語とは関係
性の無いある場所を選び，そこに紐帯的価値を与えたとい
う事実であり，こうした大衆による局所的な活動はいつの
間にか「巡礼」という大きな自己組織化へと派生の連鎖を
生むのである。
　コンテンツツーリズムが説く，トップダウンによる「公
共＝善」の施策は，このように論理破綻しつつある。そし
てそれは，名も無き人たちが，無価値に近いと思われてい
た地域資源を再価値化し，期せずして地域ブランドという
再商品化を成し遂げた，という別の成果をもたらしたので
ある。

2―3　自己制作化（オートポイエーシス）される新しい場
　TVアニメ『たまゆら』によるタイアップ・コンテンツツー
リズムの失速は，「仕掛けすぎるとうまくいかない」「ファ
ンや地域の個人を置いてきぼりにする」といわれる失敗の
鉄則を踏んだことに原因があると指摘されるが，本質的な
要因は中里（2018）が説く，ファンによる自己充足的な紐
帯が生まれなかったことにある。コンテンツ制作側と自治
体のみを主体としたトップダウン方式のコンテンツツーリ
ズムが内包する，成功を確信したかのような慢心は，2015

年の札幌国際芸術祭の不発にみられるような芸術エリート
主義の傲慢さにも通じるだろう。鷲宮神社や竈門神社では，
巡礼者たちによるコスプレや，美少女キャラクターなどを
塗装したその痛々しい外観から「痛車」と呼ばれるクルマ
が日々，意図的に披露されている。そして巡礼者たちは来
訪したことを誇示するために，思い想いに描き綴った「痛
絵馬」を絵馬掛けに奉納する。そうした奇妙で非日常的な
風景はオタクスケープ（岡本，2013，28頁）とも呼ばれ
ているが，それに対して一部の市民は景観を損なっている
と，しばしば非難の声を上げる。だが，痛々しいカスタマ
イズは巡礼者たちの文化的な自己表現であり，周囲の景観
との調和など，そもそも彼ら／彼女らの眼中にはない。
　権威とそれに共振する意識の高い能動的市民は，居住地
域の景観が特定の価値を持つ，という思いの下に，整然と
した地域のアイデンティティを損なわない景観を希求する
傾向が強いが，巡礼者たちが織りなすオタクスケープは，
押しつけられた秩序を相手取って創意に満ちた技芸を凝ら
す無名の大衆による場所の価値化の業ともいえる。
　クリエイター・エコノミーであれ，アニメ聖地巡礼であ
れ，その行為は紐帯とカスタマイズに集約される。それら
は自分の個性やスタイル，価値観が反映されたものであり，
さまざまな方法で自分を表現したいという自己充足的な衝
動がパフォーマティビィティ（行為遂行性）につながって

き☆すた』（2007年）と埼玉県久喜市鷲宮の事例（中里 , 

2018）としている。ことの起こりは，雑誌『月刊ニュータ
イプ』2007年8月号付録「『らき☆すた』的遠足のしおり」
に，鷲宮町及び鷲宮神社が紹介されたことから始まる。た
ちまち，旧北葛飾郡鷲宮町にある鷲宮神社に，『らき☆すた』
ファンが自然発生的に押し寄せた。突然の人だかりに驚い
た近隣住民は警察に急報する。管轄のあった隣町の春日部
市の警察署から通報があり，鷲宮町役場が現象を認知した
が，役場の人間が対策を講じている間に，なぜか巡礼者と
地域住民の相互理解が進んでしまい，ついには地元の祭で
ある土師祭（はじさい）に巡礼者が「『らき☆すた』神輿」
を担いで参加するまでに盛り上がってしまう。
　結果的に，2007年の初詣に13万人の参拝者数だった鷲
宮神社は2011年には47万人に増加し，日本政策投資銀行
の調査によれば経済波及効果は31億円以上とも言われて
いる。
　これを機に，全国の自治体は次々と行政主導による聖地
巡礼事業に飛び付くことになる。広島県の竹原市はTVア
ニメ『たまゆら』とのタイアップ（2010年～2016年）に
血眼となるが，こうしたトップダウン型の巡礼事業は鷲宮
町の自然発生的な展開とは明らかに異なり，徐々に失速の
憂き目に合うことになった。中里（2018）は，社会現象化
したアニメの巡礼地が，『らき☆すた』と鷲宮神社，『ガー
ルズ＆パンツァー』と大洗神社と，いずれも神社が紐帯と
しての役割を果たしている点に注目した上で，理念や共有
価値の支えなきネット上の（アニメファンによる）共同体
が，コンサマトリー（自己充足的）な繋がりの継続そのも
のを求め，いわば儀礼的なコミュニケーションを（神社に
求めて）行っている（中里 , 2018），と指摘している。さ
らに，岡本編（2015）は，熱い聖地と冷たい聖地の分類も
試みている。
　冷たい聖地とは，社会で広く認められた権威がある場所
を本物と保証することであり，『たまゆら』と竹原市がそ
れに当たるだろう。熱い聖地とは，社会にそれほど認知さ
れてはおらず，強い権威を持たない集団や人々がある場所
に価値を与えることで，『らき☆すた』と鷲宮神社がまさ
にそれを意味している。
　コンテンツに対するコンサマトリーな紐帯，つまりアニ
メ聖地巡礼の具体的な訪問地として寺社仏閣が機能すると
いう中里（2018）の仮説は，2020年以降になると，『鬼滅
の刃』と太宰府天満宮竈門神社，『呪術廻戦』と飛騨千光
寺の2つが聖地化している事実からも非常に説得力を有し
ている。当たり前の話だが，2つのアニメストーリーと寺
社仏閣の間にはまったく関連性が無い。文化庁らのレポー
トが，映像コンテンツを通して醸成された地域特有の雰囲
気・イメージに物語性を付加し，それらを観光資源として
活用する試み，といくら訴えたとしても，『鬼滅の刃』と
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ラル・スタディーズの第一人者であった，ミシェル・ド・
セルトー3）（Certeau, 1980）は，「戦略」とよぶのは，意志
と権力の主体（所有者，企業，都市，軍隊など，）が周囲
の「環境」から身をひきはなし，独立を保ってはじめて可
能になるような力関係の計算（または操作）のこと，とし
た上で，こうした戦略は，おのれに固有なものとして境界
線をひけるような一定の場所を前提としており，それゆえ，
はっきり敵と分かっているもの（競争相手，敵方，狙うべ
き顧客層）に対するさまざまな関係を管理できるような場
所を前提にしている，と論及している。
　かみ砕いて述べるならば，戦略とは企業などの事業主体
が，その保持する固有の場所（市場等）を巡って，顧客（狙
うべき顧客層も含む）や競合相手との関係性を計算するこ
と，と解釈されるのではないだろうか。経営学的な合理性
は，こうした解釈の上に成り立っているはずだ。別な言い
方をすれば，「戦略」とは「権力」と一対である，という
ことにもなる。
　一方で，戦術に関してセルトー（Certeau, 1980）は，「戦
術」とよぶのは，これといってなにか自分に固有のものが
あるわけでもなく，したがって相手の全体を見おさめ，自
分と区別できるような境界線があるわけでもないのに，計
算をはかることである，としている。
　つまり，戦術とは，「固有の独立した市場ポジショニング」
をもつわけでもなく，おのれの優勢をかため，拡張をはか
り，情況に左右されない独立性を保てるような基地がそな
わっていない（Certeau, 1980）にも関わらず，何かの状況
が隙を与えてくれたならば，素早く策を弄するような計算
をたてることを意味している，と理解するべきだろう。こ
れも別な言い方をするならば，「戦術」とは「権力の不在」
のという前提のもとに成り立つ，ということにもなる。
　セルトー（Certeau, 1980）はさらに，ここからが外部と
決定できるような境界づけなどまったくできないわけだか
ら，戦術には，自律の条件がそなわっていない（Certeau, 

1980），と断定した上で，だから戦術には，グローバルな
計画をたてることもできなければ，くっきりと対象化して
見ることのできる明確な空間のなかで敵の全貌をつかむこ
とができない（Certeau, 1980），とも触れている。
　セルトー（Certeau, 1980）は結論的に，戦術はひとつひ
とつ試行錯誤的にやっていくわけである，と結んでいる。
　このように，セルトーの言を借りるならば，戦略が，くっ
きりと対象化して見ることのできる明確な空間のなかで，
競合相手や狙うべき顧客層との関係性を計算することであ
るならば，戦術とは，機会を利用し機会に依存するある種
のトリッキー（tricky）な企てを計算することである，と
もいえるのではないだろうか。
　こうした戦術のトリッキーさを，セルトーは次のように
語る。

いる，と考えられるだろう。
　文化庁や国土交通省といった権威は，コンテンツ作品の
舞台となることでファンに聖地として認定されるという，
構築され，書き上げられ，あらかじめできあがった舞台に，
虚構である物語に沿って人々を誘導する操作を目論んだ
が，鷲宮や太宰府天満宮はそうした機能主義的合理性の裏
を描くように，巡礼者の手によって予測不能な秩序が自然
発生的に生まれてしまったのである。
　市場原理に基づき，あらゆる課題に対して市場を通して
表現（解決）を試みるネオリベラリズムは競争的であるが
ゆえに，自然淘汰的な構造（すなわちより機能的で合理性
に富んだもの）を指向するが，大衆はオブジェクトレベル
（生物の細胞さながらに互いにメッセージを交わし合いな
がら存在する下位の層）で，もう一つの別な進化の基本原
理でもある「自己組織化（self-organization）」によって秩
序を構築しつつある。
　そして，その自己組織化は，「聖地化」という境界を自
ら創り出すことによって，そのつど自己（オート＝auto）
を制作（ポイエーシス＝poiesis）する（河本 , 1995）オー
トポイエーシス（自己制作化）により近いかもしれない。
　そして，このオートポイエーシスの概念は市場にも当て
はまるものだと考えられる。事業構想を目指す者にとって，
市場とは経営学のエクリチュール，すなわち権力やブラン
ドといった権威が操作する従来の大きな領域に依拠したも
のである必要などない。
　既存の市場に属する既存の消費者の気を惹くための価値
創造は，旧来のマーケティングの文脈のなかにはない。現
代の高度なまでに進化したサプライチェーンの枠外で，
ディスティニー・ウィルソンの「The artvst 」が創発され
たように，あるいは権威が想定し得ない場所から聖地が生
まれたように，オブジェクトレベルでの局所的な蠢動を自
分の手で創造していくことが，既存の市場に対して，漠然
とした価値提供で立ち向かうような愚かさよりも確実なの
である。
　分かりやすく説くならば，事業構想家は正規戦とは異な
る非正規戦の発想で事業に臨む，というアプローチを選択
するべきだろう。それは，周囲の規定された境界に順応す
るのではなく，それらを区切りオタクスケープのような新
たな境界を創ることである。誰もがやるような，既存の環
境との相互作用によって新たな価値を決めるのではなく，
自分で産出した価値によって周囲とは異なる領域を創り出
すのである。そのための手段として，戦術という弱者の手
法を学ぶ必要があるだろう。

3．戦術という弱者の手段

3―1　セルトーが解く戦略と戦術の差異
　日常生活における意味と行動を研究対象とするカルチュ



18 青山　忠靖 事業構想研究　第5号

て，“まいまい京都”は税金ではなくすべて民間で運営す
る珍しい事業として注目を集めている，としている。なぜ，
行政との共創事業としないのか？といった疑問に対して
は，税金を使うと，市全域で満遍なく開催するとか，まち
づくりのためとか，つかみどころのない効果を問われ，本
来の「まちをもっと楽しんでもらおう」という目的がぶれ
る。予算が切れると事業も終わる。税金ではなく参加費で
事業を成り立たせれば，参加者の満足度でシンプルに成否
が測られ，「どうすればおもしろくなるか」だけを考えら
れる。だからこそ質が高いツアーを開催できる（以倉，
2018），と応えている。
　以倉がここでいう，「つかみどころのない効果を問われ」
とは行政の観光戦略が，セルトーの説く，戦略が権力の公
準によって編成されている（Certeau, 1980）ことに他なら
ない。
　「公準」とはこの場合，証明が不可能ではあるが，全市
民への一律な公平性や文化的資質に沿ったなどの，曖昧で
玉虫色に染められた，よくある「まちづくりの指針」に向
けた理論体系を演繹展開するための，業者等への「要請」
を意味すると理解するのが適切だろう。
　「おもしろい」よりは「正しい地域の文化知識の普及」
こそが，事業の命題としてすり替えられ，事業自体がぶれ
てしまうのは明白だ。要するにマニュアル通りに学芸員が
説明するような，つまらないガイド事業になってしまうの
である。
　行政主導の事業が画一的なものに陥りやすい要因とは，
それがこのような流れで権力の公準（要請）によって編成
されていることに尽きるだろう。戦略とは行政のような権
力が携わる演繹展開であり，戦術とは仮に以倉がここで指
向するような，「おもしろい」を追求するアブダクション（推
論）の繰り返し，とも考えられるのである。
　観光事業には，もともと様々な，旅館業法や旅客事業者
運送事業の許可等の公的制約がある。そして旅行業も宿泊
施設や運送機関との仲介業としての旅行業登録が義務付け
られるが，まち歩きツアーのようにホテルの宿泊やバス移
動が伴わない事業にはそうした制約がない。また，ライブ
的なトークショーを路上で上演するならば，道路法や道路
交通法による規制が発生することになるが，ガイドのトー
クはライブショーとは見做されないので，これもクリアで
きる。
　“まいまい京都”の事業は，いわば，権威の空白ゾーン
を突いたかたちで展開されているのである。まさに，セル
トーの説く戦術による事業化といえるだろう。
　こうしたツアーを可能にするのが，ユニークなガイドた
ちだ。ガイドへの研修などはなく，運営スタッフがおもし
ろい人物を探して依頼する。ツアーコースもそうしたガイ
ドによるオリジナルである。あたりまえのような観光コー

　所有者の権利の監視のもとにおかれながら，なにかの情
況が隙をあたえてくれたなら，ここぞとばかり，すかさず
利用するのである。戦術は密猟をやるのだ。意表をつくの
である。ここと思えばまたあちらという具合にやっていく。
戦術とは奇略なのである（Certeau, 1980）。
　では戦術とは奇略であるがゆえに，戦略に比べて劣るも
のなのだろうか？セルトーはそれを以下のように否定する。
　要するに，それは（戦術は）弱者の技なのだ（Certeau, 

1980）。そして，弱者には奇略が可能であり，意表をつい
て（戦略が構築した）ある秩序のなかにもぐり込み「早業
をやってのける」機をとらえるセンスである（Certeau, 

1980），と戦術を「弱者の技」として肯定するとともに，
弱者の武器としてのディスクール（言説）の重要性にも言
及している。
　戦術の技はかけ離れた要素でも大胆に組み合わせ，言語
というひとつの場のなかで何か別の断片をさしはさんで相
手をはっとさせるのだ（Certeau, 1980）。それは，システ
ムの基盤目をよぎってゆくゼブラ模様であり，飛び散る破
片であり，一瞬はしる亀裂，あざやかな独創である
（Certeau, 1980）。
　さらに，戦術には権力の不在性が不可分とも語る。
　戦略が権力の公準によって編成されているのとおなじよ
うに，戦術は，権力の不在によって規定されている
（Certeau, 1980）。
　事業構想を目指す者にとって，戦略／戦術という一対の
概念は悩ましい。ありがちなのは戦略を構築し，その戦略
の目標に向けてオペレーションとしての戦術を思考する，
という古典的な捉え方ではないだろうか。いわゆる，戦術
は戦略に包含されるという解釈では，あざやかで独創的な
戦術など望むべくもない。セルトーのテクストは，「戦略」
を意志と権力と独立した場所を有する主体にのみ有され
る，客体との関係性を計算する手段と定義している。多く
の者にとって，意志と権力と場所を有する主体という条件
をクリアすることは不可能であろう。であるならば，弱者
の技である「戦術」を指向する以外に，構想の活路を見出
すことはできないはずだ。では，そうした活路とは，どう
いったものなのだろうか？
　次に事例をみることにする。

3―2　権威の隙を突く戦術的なプロジェクト
　「うろうろする」ことを京ことばでは，“まいまい”と言
う。「学校が終わったら，まいまいせんと帰っといで」の
ように使う。この“まいまい”を切り口に，京都において
「まち歩き日帰りツアー」事業を展開するのが，以倉敬之
が主催する“まいまい京都”である。
　以倉（2018）によれば，他の地域では行政が主導したり，
補助金を助成したりするまち歩きツアーが多いなかにあっ
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されてしまう（Certeau, 1980）のである。
　それに対して，以倉の「技芸」はそうした権力（権力の
反作用を行使する反権力も含む）を相手にブリコラージュ
を行い，自分たちの「おもしろさ」にかなうものを人々に
提供している，とも考えられる。
　以倉は，在日コリアン集落や被差別部落といったタブー
視されがちな対象をも，ツアープログラムに組んでいる。
それは，人権を振りかざすツアーではなく，まちの多様性
を体感するツアーコースのひとつとして，プログラムの中
に並ぶことが大事だと思っている（以倉，2018），という
シンプルな思いの発露でもある。以倉の姿勢は，社会問題
や社会的課題に取り組むといった，大向こうな，それでい
てどこか自己承認欲求をうかがわせる，振りかざしたよう
な姿勢を謳うわけでもなく，言うならば，以倉にとっての
日常的な実践のひとつに過ぎない。機能主義的管理機構は，
こうした以倉らのプログラムを含めて，敢えて「ダークツー
リズム6）」と一括りに規定し，位置付けた上で，管理の回
路のなかに再導入して，秩序の網の目をさらに細かくする
ような手段をとるが，「ダーク」と形容するところに，公
準としての破綻が既に生じている。
　事業構想のアイディアとは，問題・課題から論理に基づ
いた設計・規定を行うような直線的な思考から必ずしも生
まれるものではない。
　以倉がそうであったように，アイディアとはむしろ，日
常的な実践（話すこと，読むこと，笑うこと，道の往来，
買い物をする，料理をすること等々の限りない営みのなか）
から，試行錯誤を重ねながら曲線的に発想することによっ
て，小さく生まれていくものである，ともいえるのではな
いだろうか。

スはないが，御用庭師，落語家，考古学者，女性僧侶，建
築探偵，廃線マニア，地元主婦，妖怪の子孫4）など，累計
400人以上ものバラエティに富んだガイドたちが，それぞ
れ専門のテーマでまちを案内してくれる（以倉，2018），
プログラムはエンターテイメント性に富んでいる。
　さて，興味深いことは，この“まいまい京都”の運営構
造と収益がどのようなものなのかという点だろう。図―2

は“まいまい京都”の運営構造を図式化したものだ。
　以倉（2018）によれば，粗利益は48%で，客のリピート
率も高く，一過性のブームではない手応えを感じているよ
うだ。売上金額はさほど大きくはないが，固定人件費に縛
られることもなく，スモールビジネスとしては地に足の着
いた堅実な経営5）といえるのではないだろうか。事務所経
費などの固定費も，自宅を使用しているために不要なよう
だ。
　以倉は，もともと吉本興業の子会社でイベントなどを手
掛けており，「お笑い」や「おもしろそうな催事」に関す
る目利きという能力に長けていた。だからこそ，自らの事
業の資源となる「おもしろい人物」を選定し，まち歩きツ
アーのプログラムを「編集」することは，以倉にとっての
「技芸」もしくは「創芸」とも解釈できるだろう。
　セルトー（Certeau, 1980）は，都市が権力による操作性
によって規定されるものとして，①ある固有な空間の生産
とその空間を脅かすあらゆる物理的，精神的な汚染の抑制，
②非近代的で頑迷な抵抗に対する科学的戦略による対処，
③匿名の普遍的主語（主体）の創造（つまり東京の中に「江
戸」という主体を絡ませたり，ときには「Tokyo」と表現
したりすること），の3つをあげている。このように都市
的な空間では，管理と排除が結合し合う（Certeau, 

1980）。そして，一方では，機能主義的管理機構にとって
は「クズ」にしかならないもの（異常，偏奇等々）は廃棄

図―2　まいまい京都の事業構造
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は，都市行政という都市の機能主義的管理機構が，都市に
変化をもたらす市民による非公認のアクションの効力を認
めた，という事実にもつながるが，単純にそれが，喜ばし
いことだとは思えない。
　権威からの抑圧に抗する市民たちの，ひそかな創芸性を
つくり出す戦術はタクティカル・アーバニズムという概念
として，容認され，許容され，新たな操作のツールとして
体の良いディスクールのひとつに加えられることで，権威
に取り込まれながら，活用されていくに違いないからだ。
跳ねっ返りな，一部の市民による目障りなアクションと思
われていたことが，良識的で意識の高い能動的市民たちに
よって，退屈で凡庸なプロジェクトと化してしまうのは，
もはや想定の範囲内だろう。
　事業構想を志す者にとって，権威からの公認は規制とい
う枷とトレードの関係にあることを忘れてはならない。

3―4　ブリコラージュとポイエティーク
　さてここで，タクティカル・アーバニズムと規定される
以前の，非公認なプロジェクトとしての事例である「パー
キングデイ（Park <ing> Day）」の事例について，説明を
加えてみたい。
　パーキングデイは，スプロール化8）によってクルマ中心
となってしまった都市機能を，人間のためのパブリックス
ペースとして使うために，2005年からサンフランシスコ
市内で起こったムーブメントである。一見すると，路上の
駐車スペースを強引に占拠しているように，うかがえるか
もしれないが，駐車メーターにコインを入れ，合法的にス
ペースを借りたうえで，一時的に公園のように（park 

<ing>）変えてしまう試みである。
　図―3にもあるように，人工芝を敷き，ベンチを置き，
植え込みを配置する，低コストで運搬も容易であるこの小
さなプロジェクトは共感を呼び，社会に大きく発信される
ことになった。路上駐車場という機能設計された場を，駐
車という機能以外に使用することは，郊外から流入するク
ルマを規制・排除するはたらきとなり，結果的に都市とし
ての機能が低下することにもなりかねないが，要因は「路
上駐車場」という機能自体が，郊外拡張という無計画な都
市設計が生み出した後付けの対処的措置であったことにあ
る。
　都市は，こうした対処という上塗りを重ねながら，矛盾
を拡張させていくが，住民はそれに対して何らかのリアク
ションを起こす。それは，自分たちの利益にかない，自分
たちだけの規則にしたがう法則に変えるべく，細々とした
無数の変化を加えること（Certeau, 1980）であり，パーキ
ングデイもそのひとつに過ぎない。
　この，細々とした無数の変化を加えることは，以倉がま
ち歩きツアーをプログラミングしたようなポイエティーク

3―3　権威に回収される戦術
　米国の都市計画コンサルタントであるライドンとガルシ
ア（Lydon and Galcia, 2015）が提唱するタクティカル・アー
バニズム（Tactical Urbanism）では，実験的な試みによっ
て地域に変化を起こし，人々のシビック・プライドや地域
の不動産価値と幸福度を上昇させるような，個々人による
創造力とアクションの必要性を説いている。万全を期して
遠い将来を想定しながら精緻に構築されていく大きなプロ
ジェクトよりも，アイディアに富んだ短期的で小規模なア
クションを積み重ねるような戦術的介入を続けていくこと
が，都市や地域をより良い方向に導く可能性がそこには示
されている。
　タクティカル・アーバニズムの定義とは，意図的に長期
的な変化を触媒する，短期的で低コストかつ拡大可能なプ
ロジェクトを用いたコミュニティ形成のアプローチ
（Lydon and Galcia, 2015）と，規定されている。ただし，
タクティカル・アーバニズムは単発のゲリラ的活動ではな
く，戦略的な計画を実現に導くためのものでもある（Lydon 

and Galcia, 2015）と，釘を刺すかのような一文も，その後
には加えられている。
　ライドンとガルシアが，ともに都市計画コンサルタント
という，機能主義的管理機構に属する立場にあることを考
えれば当然かもしれないが，「タクティカル・アーバニズム」
として匿名の普遍的名詞として創造されたこの語は，自立
語であり主語として使用されることからも，セルトー
（Certeau, 1980）の言説にある，都市操作に相応しい機能
主義的管理機構による匿名の普遍的主語の創造という指摘
にもあたるだろう。
　確かに，「タクティカル・アーバニズム」と総称される
以前にこうしたムーブメントは，サンフランシスコの「パー
キングデイ（Park <ing> Day）」や，ポートランドの「イ
ンターセクション・リペア」7）といった，それぞれ固有の
名詞で表現される非公認のアクションを，既に実施してい
た事実もあることから，いかにも後付けの匿名である，と
思われても仕方がないかもしれない。冷静にみれば，タク
ティカル・アーバニズムとは最初からつくられた普遍的名
詞ではなく，無名の市民による自己組織的な活動によって
生まれた数々の非公認なプロジェクトを，都市操作の管理
に回収させるための総称として，機能主義的管理機構に
よって構築された，ある種の公準として理解されるのが，
もっとも納得がいくものとなるはずだ。
　そもそも，不動産価値と幸福度が比例すること自体が怪
しげであり，現実を無視した論理展開とも受け取れる。不
動産価値の高騰は住民の幸福度を上げるよりは，ジェント
リフィケーションを引き起こし，軋轢と不信を増幅させる
可能性の方が高いことは自明の理でもあるからだ。
　とはいえ，タクティカル・アーバニズムという定義自体
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律的な新たな回路をつくる手法なのである。

4．まとめ

　事業構想とは，理路整然とした論理を構築することでも
なければ，社会正義を謳いあげるような宣言を記述するも
のでもない。それは行為によって形成される実効の意思で
あり，無機質な計画であってはならない。本稿でも記して
いるように，権威的な戦略思考は事業対象を操作の対象と
して無意識のうちに見做してしまい，「公準」を対象者に
強要する愚をしばしば冒してしまう傾向がある。その要因
は，社会をメタレベルから俯瞰する，「大きな物語」とし
て捉え過ぎていることにあるかもしれない。
　ネイバーフッド9）な都市の未来像やエコノミーというト
レンドが一方ではあるように，「小さな物語」であるクリ
エーター・エコノミーが注目される理由は，「大きな物語」
がもはや物語としての妙味を失いつつある可能性も否定は
できないだろう。
　繰り返しにはなるが，構想のアイディアとはむしろ，日
常的な実践（話すこと，読むこと，笑うこと，道の往来，
買い物をする，料理をすること等々の限りない営みのなか）
から，試行錯誤を重ねながら曲線的に発想することによっ
て，小さく生まれていくものである。
　本稿にある，ブリコラージュとポイエティークはともに
比喩であり，比喩である以上，読み手にはこれをアナロ
ジー10）として応用してもらいたい。
　ブリコラージュはコンテクストデザイン，あるいは編集
思考として有用かもしれないし，ポイエティークは手先の
技でもありながら，様々な思考を道具として使いこなす知
恵の技とでも，理解してもらうことがよいかもしれない。
　戦術（構想）とは，様々なことがらを分節化し，それら
がそれぞれどう結びついているかを鮮やかに表現すること

（技芸）の実践でもある。そしてプロジェクト（事業）も
また，その核心部分はポイエティークなのである。
　注目するべきことは，プロジェクト（事業）とは，必ず
しも理論や設計に基づいて思索を重ねるものではなく，ま
ず，周囲や身の回りにある日常的な素材（資源）を器用仕
事のようにやりくりさせながら，実装させていくことに優
先度があることだ。主体が動かないことには何も進まない
のは明らかだろう。
　器用仕事とは，ブリコラージュの意味でもある。冷蔵庫
に在るあり合わせの材料で料理をしたり，煮魚の隠し味に
cokeを加えたり，廃材でデッキチェアーをこしらえたり
する，創意の行為だと考えれば良い。つまり，難しく考え
る必要もなく，誰でもできることだ。
　ついでにいうならば，ブリコラージュは大概の場合，資
本主義的な回路の外にある。なぜならば，統計調査が「見
つけだす」のは，均質的なものだけ（Certeau, 1980）だか
らだ。
　事業主体は，cokeが売れた後のことなどに興味はない。
統計は，使われている要素をさぐりあてても，「文節法」
はわからないのである（Certeau, 1980）。それゆえに，筆
者が鰤の煮付けにcokeを垂らす行為は，回路の外にある
と解釈できる。事業構想のアイディアにはこうした，回路
の外にある行為や知恵に向けたフォーカスが要せられる。
　パーキングデイの実践者たちが，植え込みや，ベンチや，
人工芝で小さな公園を路上駐車場につくり上げたように，
あるいは以倉が京都という地域資源と，おもしろい人物を
結び付けて“まいまい京都”を立ち上げたように，さらに
は，ディスティニー・ウィルソンが中古のエア・ジョーダ
ンにペイントを施して「The artvst」で販売しているように，
ブリコラージュとポイエティークは混じり合う「もののや
りかた」であり，規律正しい資本主義の回路とは別の反規

図―3　サンフランシスコ市内で実践されたパーキングデイ（出典：Rebar）
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9） 徒歩圏内という意味で使われる。いわゆる極近距離圏という
概念を示す語である。

10） 類推を意味する。別の意味や次元に置き換えて発想していく
こと。
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であり，戦略とは客観的測定という名のもとに，秩序を構
築していくこと（Certeau, 1980），に過ぎないのである。
そして，新しい資本主義もメタレベルから俯瞰するような
かたちで，秩序付けられながら構築されるものではなく，
下位のオブジェクトレベルから小さな担い手たちによって
創発されるものだと，確信している。

注

1） マルセル・デュシャン（1887～1968）フランスの現代アート
作家。初期は画家を目指していたが，1913年より既製品を
使ったレディメイドと呼ばれる作品を展開する。現代アート
の父とも言われている。

2） アンディ・ウォーホール（1928～1987）アメリカのポップ・
アーティスト。マスメディアによってもたらされる通俗的な
イメージを作品に取り込むことで有名。「キャンベル・スープ」
は代表作。

3） ミシェル・ド・セルトー（1925～1986）フランスの宗教学者。
カトリック左派に属し，歴史，社会文化論などを幅広く論考
した。

4） 妖怪の子孫とは，あくまでも自称である。
5） コロナ禍においては，集客がかなり減となっているが，回復
の兆しは見えつつあるようだ。2018年には“まいまい東京”
もオープンしている。2019年の売上は1億円を超えている。
類似のガイドビジネスとしては名古屋の“大ナゴヤツアーズ”
などがある。

6） 日本の行政等では，表面的に戦争の悲惨さを体験するような
観光を意味させるように，恣意的な操作をおこなっている。
哲学者の東浩紀がこのダークツーリズムという語を広めた影
響もあって，ダークツーリズムという語は2010年代に普及
した。

7） ポートランド市で，起こったムーブメント。地域住民が道路
の交差点にカラフルなペイントを施して，公共のスペースの
ように変えてしまうプロジェクト。これも道路をクルマから
人間に解放させることを目的としている。

8） 都市の急激な発展により，郊外へと無計画に拡張されていく
現象。米国の大きな都市では大半がこうした状況にある。
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Small poïétique as a means of resisting capitalism

Tadayasu Aoyama

Abstract

　 The for-profit concept is based on utilitarianism.  And that essence is economic rationality.  But it’s 
extremely limited without our knowledge rewritten from growth potential to sustainability.  And the 
dream of disruptive innovation that causes paradigm shift has disappeared.  The management strategy 
of based on neoliberalism is frustrated by that intolerant attitude.
　 Radical utilitarianism give birth to intolerance.  Lost legitimacy neoliberalism wore a new garment 
called “new capitalism”.  The buzzword of “new capitalism” is circulating in the mass media.  That said, I 
can’t see its true identity at all.  Is that outdated socialism? If so, that is from the cradle to the graveyard.  
That an illusion, history speaks and we know it’s impossible. Rather what to do we should look for 
another way that do not rely on capitalism and socialism.  It’s probably a weak tactic.  Say here tactics of 
the weak are elaborate a kind of technician. 
　 In this article, I want to discuss with the concept of poïétique.  It’s in doing project design, the greatest 
weapon of knowledge for those without a name.

Keywords: poïétique, bricolage, creator economy, self-organization, tactical of weak,




